
人と地球の未来を考える熊谷組

  本誌に関するご意見、お問い合わせは、熊谷組広報部までおよせください。

私達は「エコ・ファースト企業」として
環境大臣より認定されています。
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香港・東部海底道路トンネルMOM事業
国際都市・香港において、熊谷組は半世紀以上にわたり６０件以

上の建設工事に携わってきた。

プロバーコープ水道トンネル工事を皮切りに、中国銀行タワーや

香港文化センター等のランドマーク的建物から地下鉄などの公

共物。特に１９８０年代に建設した東部海底トンネル(Eastern

Harbour Crossing：EHC）は、熊谷組が手がけた香港初の

BOT(Build Operate Transfer）事業として注目を集めた。

そのEHCが、今年8月に３０年の事業期間を満了し、香港特別行政
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は民間事業に委託するという政府の方針を受け、熊谷組は管理・

運営・保守事業（Management, Operation, and Maintenance）

に参画することを決定した。
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に期待されている。

※BOT方式（Build Operate Transfer）：
民間事業者が施設等を建設し、維持・管理及び運営し、事業終了後に公共施
設等の管理者等に施設所有権を移転する事業方式。

香港東部海底トンネル（Eastern HarbourCrossing）
発注者●香港交通局
構造・規模●海底トンネル 約１.９km　山岳トンネル 約０.４km

CITIC社のVernon F Moore相談役（右）と樋口社長
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熊
谷
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を
海
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に
お
け
る
新
ビ
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ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
日
本
企
業

と
し
て
は
、
香
港
で
初
の
取
り
組
み
と

な
る
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今
回
の
Ｍ
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Ｍ
事
業
の
対
象
で
あ
る
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は
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谷
組
が
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、香
港
初
の

Ｂ
Ｏ
Ｔ(B

u
ild
 
O
p
e
ra
te
 
T
ra
n
s
fe
r)

方
式
に
よ
る
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路
運
営
事
業
（
以
下
、

「
Ｂ
Ｏ
Ｔ
」
）と
し
て
手
が
け
て
き
た
。

 

香
港
島
の
ク
ォ
ー
リ
ー
ベ
イ
地
区
と
九

龍
半
島
の
チ
ャ
コ
ウ
リ
ン
地
区
を
結
ぶ

全
長
２
・
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キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
片
側
２
車

線
計
４
車
線
、一
日
あ
た
り
の
交
通
量
約

７
万
５
千
台
と
い
う
海
底
道
路
ト
ン
ネ

ル
で
、１
９
８
９
年
の
開
通
か
ら
今
日

ま
で
、
香
港
の
人
々
の
暮
ら
し
や
経
済

を
支
え
る
大
動
脈
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

 

今
年
８
月
６
日
に
３０
年
の
事
業
期
間
が

満
了
し
、施
設
は
香
港
特
別
行
政
区
政
府

に
返
還
さ
れ
た
が
、香
港
政
府
は
返
還
後

の
Ｍ
Ｏ
Ｍ
事
業
を
業
務
委
託
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
。こ
れ
に
五
社
が
応
札
し
、香

港
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
社
（
中
国
中
信
股
　
有
限

公
司
）、熊
谷
組
並
び
に
株
式
会
社
ニ
ュ
ー

リ
ア
ル
プ
ロ
パ
テ
ィ
の
三
社
に
よ
る
共
同

出
資
会
社
の
所
有
す
る
香
港
現
地
法
人

が
落
札
。
香
港
特
別
行
政
区
政
府
運
輸

署
と
の
あ
い
だ
で
Ｍ
Ｏ
Ｍ
契
約
を
締
結

し
、３
年
間
（
２
年
、
発
注
者
側
の
オ
プ

シ
ョ
ン
で
１
年
追
加
可
）
の
管
理
・
運
営
・

保
守
業
務
を
行
う
こ
と
に
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っ
た
。

 

熊
谷
組
は
、
Ｅ
Ｈ
Ｃ
の
建
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工
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に

と
ど
ま
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ず
、Ｂ
Ｏ
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事
業
、さ
ら
に
は

今
回
の
Ｍ
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事
業
に
参
画
す
る
こ
と

に
よ
り
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タ
ル
な
イ
ン
フ
ラ
事
業
”

に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
受

け
て
、松
田
邦
紀
在
香
港
日
本
国
総
領

事
は
「
熊
谷
組
に
よ
る
香
港
で
の
イ
ン

フ
ラ
発
展
へ
の
貢
献
は
、
わ
が
国
と
し
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る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
香

港
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
貢
献
し
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

半
世
紀
以
上
に
わ
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り

建
設
事
業
に
携
わ
っ
た
熊
谷
組

  

香
港
は
、い
つ
の
時
代
も
人
々
を
魅
了

す
る
。
そ
の
魅
力
は
一
言
で
は
語
れ
な

い
。
例
え
ば
、中
国
の
伝
統
や
文
化
と
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
の
影
響
が
交
錯
し
、

古
さ
と
新
し
さ
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て

多
彩
で
独
特
な
表
情
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
は
「
１
０
０
万
ド
ル
の
夜
景
」
に

映
る
、国
際
都
市
の
眩
し
い
ほ
ど
の
輝
き
。

そ
れ
と
も
国
土
の
総
面
積
が
日
本
の
淡

路
島
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、ア
ジ
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随
一
の
国
際
的
な
金
融
・
サ
ー
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ス

の
中
心
地
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
内
包
し
、産
業
も
貿
易

も
確
た
る
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、ほ
か
に
類
を
見
な
い

世
界
的
な
都
市
と
し
て
、日
々
変
貌
し
、

つ
ね
に
異
彩
を
放
ち
続
け
て
い
る
。

 

熊
谷
組
が
香
港
で
初
め
て
手
が
け
た

工
事
は
、１
９
６
１
年
の
プ
ロ
バ
ー
コ
ー

プ
水
道
ト
ン
ネ
ル
だ
。
こ
れ
は
熊
谷
組
に

と
っ
て
、海
外
工
事
の
歴
史
の
幕
開
け
で

も
あ
り
、
日
本
の
建
設
業
界
と
し
て
も

戦
後
初
の
商
業
ベ
ー
ス
で
の
海
外
工
事

だ
っ
た
。
以
降
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、

多
く
の
道
路
・
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
、
空
港
・

駅
施
設
、
そ
の
他
中
国
銀
行
タ
ワ
ー
や

香
港
文
化
セ
ン
タ
ー
等
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
的
建
築
物
を
含
め
６０
件
以
上
の
建
設

工
事
に
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
香
港

EHC（香港東部海底トンネル）-２０１６年現在

日本企業として香港初の業務参画へ

香港・東部海底道路トンネルMOM事業
国際都市・香港において、熊谷組は半世紀以上にわたり６０件以

上の建設工事に携わってきた。

プロバーコープ水道トンネル工事を皮切りに、中国銀行タワーや

香港文化センター等のランドマーク的建物から地下鉄などの公

共物。特に１９８０年代に建設した東部海底トンネル(Eastern

Harbour Crossing：EHC）は、熊谷組が手がけた香港初の

BOT(Build Operate Transfer）事業として注目を集めた。

そのEHCが、今年8月に３０年の事業期間を満了し、香港特別行政

区政府に返還された。そして、返還後の道路の管理・運営・保守

は民間事業に委託するという政府の方針を受け、熊谷組は管理・

運営・保守事業（Management, Operation, and Maintenance）

に参画することを決定した。

香港において、こうした事業参画は日本企業として初めての試み

であり、海外における新ビジネスモデルへの取り組みとして大い

に期待されている。

※BOT方式（Build Operate Transfer）：
民間事業者が施設等を建設し、維持・管理及び運営し、事業終了後に公共施
設等の管理者等に施設所有権を移転する事業方式。

香港東部海底トンネル（Eastern HarbourCrossing）
発注者●香港交通局
構造・規模●海底トンネル 約１.９km　山岳トンネル 約０.４km

CITIC社のVernon F Moore相談役（右）と樋口社長

香 港 島

九 龍

チムサアチョイ・イースト

ヴィクトリア・ピーク

ゴーズウェイベイ

チムサアチョイ

ヤウマテイ

サムソイポ

ションワン

ワンチャイ

セントラル

モンコク

ネルネネトンネルネ

MTR ０２工区５０２工区
沈埋トンンネネルネネ
（鉄道）１９９４-１９９８

熊谷組施工
東部海底トンネル 工（熊谷組施工工））

他社施工
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未来を築く熊谷組Building the Future

全
土
に
広
が
り
、い
ま
も
人
々
の
暮
ら

し
に
貢
献
し
、
社
会
を
支
え
、
そ
し
て

香
港
を
代
表
す
る
建
造
物
と
な
っ
て
息

づ
い
て
い
る
。

 

な
か
で
も
ビ
ク
ト
リ
ア
ハ
ー
バ
ー
を

挟
み
、
北
に
位
置
す
る
九
龍
半
島
と
南

に
位
置
す
る
香
港
島
を
結
ぶ
海
底
ト
ン

ネ
ル
は
、５
本
の
う
ち
４
本
を
熊
谷
組

が
施
工
し
て
い
る
。
特
に
Ｅ
Ｈ
Ｃ
は
、

香
港
の
あ
ら
ゆ
る
原
動
力
を
支
え
る

大
き
な
存
在
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。  

Ｂ
Ｏ
Ｔ
方
式
で

海
峡
を
横
断
す
る
Ｅ
Ｈ
Ｃ
を
提
案

  

Ｅ
Ｈ
Ｃ
が
建
設
さ
れ
た
１
９
８
０
年
代

は
じ
め
、
当
時
の
香
港
も
今
日
同
様
、

活
気
に
あ
ふ
れ
た
魅
力
的
な
世
界
都

市
だ
っ
た
。
人
口
も
増
加
し
、そ
れ
に
伴

っ
て
車
も
一
気
に
増
え
続
け
て
い
た
。

そ
し
て
、
都
市
機
能
の
中
枢
は
今
も
昔

も
ビ
ク
ト
リ
ア
ハ
ー
バ
ー
を
挟
ん
だ
九

龍
半
島
と
香
港
島
の
ご
く
限
ら
れ
た
エ

リ
ア
に
集
中
し
て
い
る
。
従
っ
て
、九
龍

半
島
と
香
港
島
の
間
を
、毎
日
幾
度
と

な
く
百
数
十
万
に
も
及
ぶ
人
や
車
が
、

あ
わ
た
だ
し
く
移
動
を
繰
り
返
し
て
い

た
。
し
か
し
、ビ
ク
ト
リ
ア
ハ
ー
バ
ー
を

横
断
す
る
手
段
は
、フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
、

上
下
四
車
線
の
自
動
車
海
底
ト
ン
ネ
ル
、

そ
し
て
１
９
７
９
年
に
熊
谷
組
が
施
工

し
た
地
下
鉄
の
３
ル
ー
ト
し
か
な
か
っ

た
。
現
況
の
ま
ま
で
は
い
ず
れ
人
も
物

も
溢
れ
出
し
、
暮
ら
し
や
経
済
に
支
障

を
き
た
す
の
は
目
に
見
え
て
い
た
。

 

そ
こ
で
香
港
政
庁
（
旧
称
）
は
、新
た

に
九
龍
半
島
と
香
港
島
を
結
ぶ
海
底

ト
ン
ネ
ル
の
建
設
を
計
画
し
、１
９
８
４

年
に
国
際
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
実
施

し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
を

は
じ
め
世
界
各
国
か
ら
９
つ
の
企
業
グ

ル
ー
プ
で
、い
ず
れ
劣
ら
ぬ
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
提
案
で
の
競
い
合
い
に
な
っ
た
。

 

当
時
の
香
港
は
、
経
済
の
停
滞
と
中

国
へ
の
返
還
問
題
な
ど
で
揺
れ
動
き
、

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
へ
の
社
会

資
本
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

熊
谷
組
は
、そ
う
し
た
状
況
を
考
慮
し
、

民
間
資
本
を
利
用
す
る
と
い
う
画
期

的
な
提
案
を
行
っ
た
。

 

そ
れ
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
か
ら

建
設
資
金
の
調
達
、建
設
、運
営
（
料
金

の
徴
収
）
、投
資
資
金
の
回
収
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
譲
渡
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う

Ｂ
Ｏ
Ｔ
方
式
を
採
用
し
、海
峡
の
東
側

を
道
路
と
地
下
鉄
の
併
用
ト
ン
ネ
ル
で

横
断
さ
せ
る
と
い
う
Ｅ
Ｈ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
。

 

香
港
政
庁
は
、多
く
の
提
案
の
中
か
ら
、

こ
れ
が
最
も
優
れ
て
い
る
と
判
断
し
、

１
９
８
５
年
１２
月
に
香
港
政
庁
と
熊
谷

組
と
の
間
で
Ｅ
Ｈ
Ｃ
建
設
に
お
け
る
契

約
・
調
印
を
行
っ
た
。

 

工
事
着
工
か
ら
３８
カ
月
と
い
う
、当
初

の
計
画
よ
り
も
約
４
カ
月
早
い
完
成
と

な
り
、１
９
８
９
年
８
月
５
日
、Ｅ
Ｈ
Ｃ

の
地
下
鉄
部
が
営
業
を
開
始
、
同
年

９
月
２１
日
に
は
道
路
部
が
開
通
し
た
。

国
際
都
市
香
港
で

さ
ら
な
る
事
業
拡
大
を
目
指
す

  

Ｅ
Ｈ
Ｃ
が
開
通
し
て
３０
年
と
い
う

時
を
経
た
今
年
、Ｂ
Ｏ
Ｔ
方
式
で
の
事

業
期
間
が
満
了
と
な
り
、
熊
谷
組
は

新
た
に
Ｍ
Ｏ
Ｍ
事
業
へ
参
画
し
た
。
中

国
本
土
と
の
経
済
一
体
化
が
進
み
、

ま
す
ま
す
世
界
経
済
の
中
心
と
し
て

重
要
な
位
置
に
あ
る
香
港
で
は
今
後

も
Ｍ
Ｏ
Ｍ
事
業
の
案
件
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
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■ 国際社会貢献活動
「KUMAGAI STAR PROJECT」

熊谷組 最近のトピックス

　オリエンタル白石株式会社、株式会社
ガイアート、ジオスター株式会社と共同開
発した「コッタ―床版工法」。橋梁を架け
替える際に用いられるプレキャストPC床版
の接合部分にコッター式継手を使用するこ
とで、設置時間をおよそ５０％短縮し、それに
係わる人員も削減することができます。
　当工法の実用化に向け、試験体組立や
輪荷重走行疲労試験など、実証実験を重
ねてきました。その結果、床版の仮説・調整・
接合が施工日数と作業人員数を従来工法
の半分程度に削減し、計９８万回に及ぶ輪
荷重走行疲労試験では、従来工法と同
程度以上の性能を確認しました。また、
構造上弱点になりやすいひび割れが発生
せず、品質面でも有効な継手であることが
証明されました。
　実用化に目処のついた熊谷組は、今後
は床版取り替え需要の獲得を目指します。

　熊谷組は、２０１５年度を再建から再生へと舵を切る「再生元年」
と位置づけ、熊谷組グループのニューアイデンティティの確立プロ
ジェクトを進めてきました。そして２０１６年4月、将来にわたってお客
様や社会から必要とされ、社員が誇りをもって働き続けられる企業
グループの実現を目指した、熊谷組グループの新ビジョンを発表し
ました。
　新ビジョンでは、「みずからの技術力や人間力を高め、私たち独
自の価値をお客様にお届けし、時代や世代を超えて支え続けていく
企業」を目指す姿とし、「高める、つくる、そして、支える。」をビジョン
スローガンに掲げました。
　その実現のために熊谷組グループは、技術力と人間力を掛けあ
わせた独自の“現場力”を高め、建物や構造物を使う人、そこに集
う人の気持ちにこたえる“しあわせ品質”をお届けすることを積み
重ね、新たなチャレンジにも挑戦し続けていきます。

　教育水準を国際的なレベルに向上させるため、多くの教育改革に
取り組んでいるミャンマー連邦共和国において熊谷組は、２０１５年
3月からタウングー教員養成大学を施工しています。その一方で、
学校に教室が足りないため、上の学年に上がれない子供たちが
いる現状があります。
 そこで、熊谷組は、海外現場周辺の地域貢献として、認定NPO
法人ブリッジエーシアジャパンと協働し、小中学校の校舎建設に取り
組む「KUMAGAI STAR PROJECT」を開始しました。
 建設する学校の調査選定は当社プロジェクトメンバーが遂行。
民間企業が自社活動地において調査し取り組むスキームはミャン
マーにおいて「初のしくみ」です。
 プロジェクト第一弾の新校舎は本年5月に竣工し、新学期となる
6月からは、新校舎で学ぶ希望に満ちた子供たちの姿がありました。
 熊谷組から小さな幸せの輪がひろがる事を願いつつ、地域に根差
した地道な活動としてこれからも取り組んで行く予定です。

■ 「コッタ―床版工法」実用化へ

未来を築く熊谷組Building the Future

■ 「熊谷組グループの新ビジョン」発表 
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　教育水準を国際的なレベルに向上させるため、多くの教育改革に
取り組んでいるミャンマー連邦共和国において熊谷組は、２０１５年
3月からタウングー教員養成大学を施工しています。その一方で、
学校に教室が足りないため、上の学年に上がれない子供たちが
いる現状があります。
 そこで、熊谷組は、海外現場周辺の地域貢献として、認定NPO
法人ブリッジエーシアジャパンと協働し、小中学校の校舎建設に取り
組む「KUMAGAI STAR PROJECT」を開始しました。
 建設する学校の調査選定は当社プロジェクトメンバーが遂行。
民間企業が自社活動地において調査し取り組むスキームはミャン
マーにおいて「初のしくみ」です。
 プロジェクト第一弾の新校舎は本年5月に竣工し、新学期となる
6月からは、新校舎で学ぶ希望に満ちた子供たちの姿がありました。
 熊谷組から小さな幸せの輪がひろがる事を願いつつ、地域に根差
した地道な活動としてこれからも取り組んで行く予定です。

■ 「コッタ―床版工法」実用化へ

未来を築く熊谷組Building the Future

■ 「熊谷組グループの新ビジョン」発表 
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熊谷組が施工した香港の建設工事

香港文化センター

中国銀行香港支店

新校舎で学ぶ生徒たち

ティライン小中学校新校舎



人と地球の未来を考える熊谷組

  本誌に関するご意見、お問い合わせは、熊谷組広報部までおよせください。

私達は「エコ・ファースト企業」として
環境大臣より認定されています。




